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今
回
の
特
集
は
、
5
月
に
開
催
さ
れ
た
「
東

区
地
域
防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
５
」
の
筆

録
で
す
。
基
調
講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
の
一
部
を
掲
載
し
ま
し
た
。

【
基
調
講
演
】

　

博
多
あ
ん
・
あ
ん
リ
ー
ダ
ー
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

因
幡
　
那
水

　

私
が
防
災
意
識
を
強
く
し
た
き
っ
か
け

は
、
重
い
障
が
い
を
持
っ
た
長
女
の
存
在
で

し
た
。
東
日
本
大
震
災
や
熊
本
地
震
級
の
、

大
規
模
自
然
災
害
が
発
生
し
た
際
に
、
娘
の

よ
う
な
障
が
い
児
・
者
を
ど
の
よ
う
に
守
れ

る
の
か
。
不
安
に
苛
ま
れ
る
中
、
「
博
多
あ

ん
・
あ
ん
塾
」
（
福
岡
市
主
催
の
防
災
士
養

成
講
座
）
の
事
を
知
り
受
講
。
そ
し
て
防
災

士
を
取
得
し
ま
し
た
。

　

防
災
士
の
基
本
理
念
は
「
自
助
」
「
共
助

」
「
協
働
」
で
す
。
「
自
助
」
つ
ま
り
自
分

の
命
を
守
る
こ
と
で
す
。
娘
は
生
活
の
全
て

で
介
助
が
必
要
な
た
め
、
私
の
場
合
、
自
分

の
身
を
守
る
こ
と
が
、
娘
の
生
活
を
守
る
事

に
な
り
ま
す
。

　

娘
は
居
住
区
外
の
特
別
支
援
学
校
へ
通

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
て
い
ま
す
の
で
、
地
域
と
の
関
わ
り
が

少
な
い
で
す
。
で
す
か
ら
私
は
、
４
月
か
ら

地
元
の
自
主
防
災
組
織
の
部
長
を
引
き
受

け
る
事
に
し
ま
し
た
。
今
実
感
し
て
い
る
事

は
、
地
域
と
の
繋
が
り
の
大
切
さ
で
す
。

「
人
と
人
と
の
繋
が
り
こ
そ
が
命
を
守
る
」

と
日
々
痛
感
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
私
は
、
特
別
支
援
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長
も
務
め
て
い
ま
す
。
本
校
の
約
1
7
0
名

の
児
童
・
生
徒
の
ご
家
族
へ
、
災
害
時
に
備

え
て
最
低
1
日
分
の
防
災
セ
ッ
ト
を
用
意
し

て
も
ら
う
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
ご
家

族
へ
の
「
防
災
リ
ュ
ッ
ク
」
を
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
予

算
か
ら
運
用
し
て
い
ま
す
。

　

娘
に
は
、
落
ち
着
く
グ
ッ
ズ
や
お
気
に
入

り
の
ア
イ
テ
ム
を
入
れ
て
い
ま
す
。
私
や
、

助
け
が
到
着
す
る
ま
で
、
少
し
で
も
心
の
安

定
に
つ
な
が
る
よ
う
に
活
用
し
て
も
ら
う
た

め
で
す
。

　

実
際
災
害
が
起
き
た
ら
、
「
困
っ
て
い
る

の
は
み
ん
な
一
緒
」
で
す
。
障
が
い
者
だ
け

が
被
災
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
「
大

丈
夫
で
す
か
？
」
と
い
う
問
い
は
、
「
大
丈

夫
で
す
」
と
返
し
て
し
ま
い
が
ち
な
の
で
、

「
の
ど
は
乾
い
て
い
ま
せ
ん
か
？
」
な
ど
、

具
体
的
な
声
掛
け
が
相
手
の
助
け
に
な
り

ま
す
。

　

現
在
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
が
と
て
も

難
し
く
な
り
ま
し
た
。
情
報
は
守
る
だ
け
で

な
く
、
活
か
し
て
こ
そ
価
値
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
信
頼
で
き
る
関
係
性
の
中
で
あ
れ
ば
、

情
報
の
活
用
は
大
い
に
可
能
で
す
。

　

私
達
障
が
い
者
の
親
の
立
場
は
、
「
も
っ

と
知
っ
て
ほ
し
い
」
の
で
す
。
仮
に
、
私
達

が
被
災
し
た
時
は
、
圧
倒
的
に
助
け
て
も
ら

う
側
に
な
り
ま
す
。
で
す
の
で
先
ず
は
「
知

っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
思
い
で
い
っ
ぱ
い
な

の
で
す
。

【
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
】

テ
ー
マ
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
災
害
の

備
え
」

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

松
永
　
昭
吾
氏
（
博
多
あ
ん
・
あ
ん
リ
ー

ダ
ー
会
東
区
支
部
会
員
）

パ
ネ
ラ
ー

山
中
　
一
男
氏
（
香
住
ケ
丘
校
区
自
治
協

議
会
会
長
）

亀
田
　
伸
裕
氏
（
東
区
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
）

堺
　
眞
利
子
氏
（
東
区
民
生
委
員
会
副
会

長
）

因
幡
　
那
水
氏
（
博
多
あ
ん
・
あ
ん
リ
ー

ダ
ー
会
会
長
）

中
里
　
理
香
氏
（
博
多
あ
ん
・
あ
ん
リ
ー

ダ
ー
会　

東
支
部
会
長
）

松
永　

テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、
障
が
い
者
や
高

齢
者
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
事
例
を
交

え
て
ご
紹
介
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず

は
、
地
域
防
災
に
お
け
る
皆
さ
ん
の
役
割
と

課
題
に
つ
い
て
お
願
い
し
ま
す
。

山
中　

香
住
ケ
丘
校
区
は
和
白
干
潟
海
岸

に
沿
っ
た
丘
陵
地
に
位
置
し
て
お
り
、
世
帯

数
1
万
を
超
え
、
人
口
約
２
万
人
と
東
区
内

で
２
番
目
に
多
い
校
区
で
す
。
平
成
26
年
か

ら
「
各
町
内
会
に
1
名
以
上
の
防
災
士
を
配

置
す
る
」
と
い
う
目
標
を
立
て
、
今
年
３
月

時
点
で
17
町
内
会
が
目
標
を
達
成
し
て
い
ま

す
。
こ
の
防
災
士
の
皆
さ
ん
を
中
心
に
校
区

全
体
の
防
災
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
子
ど
も
達
を
対
象
と
し
た
「
防
災

お
泊
ま
り
体
験
」
な
ど
、
公
民
館
を
活
用
し

た
防
災
教
育
も
実
施
し
て
お
り
、
今
年
で
３

年
目
で
す
。
課
題
は
、
台
風
・
大
雨
・
地
震

な
ど
の
災
害
種
別
ご
と
の
避
難
所
開
設
に
つ

い
て
、
校
区
内
で
の
周
知
と
連
絡
体
制
の
構

築
が
不
十
分
な
事
で
す
。

亀
田　

「
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を

通
じ
て
、
支
援
が
必
要
な
障
が
い
者
や
高
齢

者
の
見
守
り
や
声
か
け
、
訪
問
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
日
頃
の
関
わ
り
が
、
災
害
時
の

共
助
の
基
盤
と
な
り
、
迅
速
な
指
示
や
支
援

に
繋
が
る
と
考
え
る
か
ら
で
す
。
し
か
し
、

町
内
に
よ
っ
て
は
民
生
委
員
の
数
が
足
ら

ず
、
見
守
り
体
制
が
十
分
に
機
能
し
な
い
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
結
果
、
高
齢
者
と
の
日

常
的
な
関
係
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る
の
が
課

題
で
す
。

堺　

災
害
時
要
支
援
者
名
簿
を
活
用
し
、

障
が
い
者
や
高
齢
者
夫
婦
、
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
な
ど
へ
の
訪
問
・
見
守
り
活
動
を
行

い
、
支
援
が
必
要
な
人
を
行
政
に
繋
げ
る
取

り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。
「
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
会
議
」
で
、
町
内
会
長
を
班
長
と

し
、
「
見
守
り
マ
ッ
プ
」
を
作
成
。
支
援
対

象
者
を
地
図
上
に
可
視
化
し
、
支
援
体
制
を

整
え
て
い
ま
す
。
民
生
委
員
は
過
去
の
地
震

災
害
（
新
潟
中
越
沖
地
震
な
ど
）
で
住
民
の

安
否
確
認
に
実
績
が
あ
り
ま
す
が
、
東
日
本

大
震
災
で
犠
牲
者
が
出
て
お
り
、
今
で
は
大

規
模
災
害
時
は
「
ま
ず
自
分
と
家
族
の
安

全
確
保
を
優
先
す
る
」
と
い
う
方
針
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
上
で
、
避
難
時
に
は
自
ら
先

に
避
難
し
な
が
ら
、
大
声
で
周
囲
に
避
難
を

呼
び
か
け
る
。
こ
れ
が
多
く
の
命
を
救
う
行

動
に
繋
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

因
幡　

博
多
あ
ん
・
あ
ん
リ
ー
ダ
ー
会
で

は
、
各
区
の
７
支
部
に
わ
た
り
、
計
２
４
０

名
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
最
近
は
世
代
間

の
幅
も
広
が
り
、
女
性
会
員
も
増
え
て
き

ま
し
た
。
現
在
の
課
題
は
情
報
の
取
り
扱

い
で
す
。
現
代
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
形
で
、

情
報
を
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
か
模
索
中

で
す
。
情
報
を
生
か
す
の
は
容
易
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
だ
け
の
価
値
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

中
里　

各
校
区
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
の

参
加
や
、
防
災
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

私
は
地
域
防
災
で
は
、
防
災
士
と
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。
本
業
は
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
で

す
。
校
区
内
の
介
護
事
業
所
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

「
な
み
き
つ
か
な
が
り
ネ
ッ
ト
」
で
、
な
み

き
の
仲
間
と
地
域
貢
献
を
考
え
て
い
ま
す
。

松
永　

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の
運
用

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

堺　

障
が
い
等
級
1
・
２
級
の
方
に
は
市

か
ら
連
絡
が
あ
り
、
名
簿
へ
の
掲
載
に
つ
い

て
同
意
を
得
た
上
で
台
帳
に
登
録
さ
れ
ま

す
。
同
意
し
な
か
っ
た
方
は
掲
載
さ
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
、
実
際
に
は
車
椅
子
利
用
者

や
透
析
を
受
け
て
い
る
方
で
も
、
名
簿
に
載

っ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
名
簿
は

施
錠
さ
れ
た
倉
庫
に
保
管
さ
れ
、
社
協
会
長

や
町
内
会
長
が
閲
覧
で
き
ま
す
。
民
生
委
員

も
自
分
の
担
当
区
域
の
情
報
は
確
認
可
能

で
す
。

松
永　

で
は
、
実
際
の
災
害
時
に
は
、
ど

の
よ
う
な
指
揮
系
統
に
な
る
の
で
し
ょ

う
か
。

山
中　

名
簿
は
世
帯
単
位
で
な
く
、
個
人

単
位
で
の
登
録
の
た
め
、
町
内
会
と
し
て

は
、
よ
り
実
態
に
即
し
た
「
見
守
り
マ
ッ
プ

」
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
こ
の
マ
ッ
プ
に

は
、
障
が
い
者
や
高
齢
者
の
い
る
世
帯
を
世

帯
単
位
で
記
載
し
、
町
内
会
と
民
生
委
員
が

情
報
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
よ
り
現
場
に
即

し
た
対
応
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

松
永　

見
守
り
マ
ッ
プ
の
具
体
的
な
内
容

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

03 02

「見守りマップ作成の様子」（写真提供；東区社会福祉協議会）

〝
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
〞と〝
見
守
り
マ
ッ
プ
〞

個
人
情
報
は
守
る
も
の
、
そ
し
て
生
か
す
も
の

博多あん・あんリーダー会会長　因幡　那水氏
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、
「
大

丈
夫
で
す
か
？
」
と
い
う
問
い
は
、
「
大
丈

夫
で
す
」
と
返
し
て
し
ま
い
が
ち
な
の
で
、

「
の
ど
は
乾
い
て
い
ま
せ
ん
か
？
」
な
ど
、

具
体
的
な
声
掛
け
が
相
手
の
助
け
に
な
り

ま
す
。

　

現
在
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
が
と
て
も

難
し
く
な
り
ま
し
た
。
情
報
は
守
る
だ
け
で

な
く
、
活
か
し
て
こ
そ
価
値
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
信
頼
で
き
る
関
係
性
の
中
で
あ
れ
ば
、

情
報
の
活
用
は
大
い
に
可
能
で
す
。

　

私
達
障
が
い
者
の
親
の
立
場
は
、
「
も
っ

と
知
っ
て
ほ
し
い
」
の
で
す
。
仮
に
、
私
達

が
被
災
し
た
時
は
、
圧
倒
的
に
助
け
て
も
ら

う
側
に
な
り
ま
す
。
で
す
の
で
先
ず
は
「
知

っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
思
い
で
い
っ
ぱ
い
な

の
で
す
。

【
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
】

テ
ー
マ
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
災
害
の

備
え
」

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

松
永
　
昭
吾
氏
（
博
多
あ
ん
・
あ
ん
リ
ー

ダ
ー
会
東
区
支
部
会
員
）

パ
ネ
ラ
ー

山
中
　
一
男
氏
（
香
住
ケ
丘
校
区
自
治
協

議
会
会
長
）

亀
田
　
伸
裕
氏
（
東
区
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
）

堺
　
眞
利
子
氏
（
東
区
民
生
委
員
会
副
会

長
）

因
幡
　
那
水
氏
（
博
多
あ
ん
・
あ
ん
リ
ー

ダ
ー
会
会
長
）

中
里
　
理
香
氏
（
博
多
あ
ん
・
あ
ん
リ
ー

ダ
ー
会　

東
支
部
会
長
）

松
永　

テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、
障
が
い
者
や
高

齢
者
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
事
例
を
交

え
て
ご
紹
介
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず

は
、
地
域
防
災
に
お
け
る
皆
さ
ん
の
役
割
と

課
題
に
つ
い
て
お
願
い
し
ま
す
。

山
中　

香
住
ケ
丘
校
区
は
和
白
干
潟
海
岸

に
沿
っ
た
丘
陵
地
に
位
置
し
て
お
り
、
世
帯

数
1
万
を
超
え
、
人
口
約
２
万
人
と
東
区
内

で
２
番
目
に
多
い
校
区
で
す
。
平
成
26
年
か

ら
「
各
町
内
会
に
1
名
以
上
の
防
災
士
を
配

置
す
る
」
と
い
う
目
標
を
立
て
、
今
年
３
月

時
点
で
17
町
内
会
が
目
標
を
達
成
し
て
い
ま

す
。
こ
の
防
災
士
の
皆
さ
ん
を
中
心
に
校
区

全
体
の
防
災
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
子
ど
も
達
を
対
象
と
し
た
「
防
災

お
泊
ま
り
体
験
」
な
ど
、
公
民
館
を
活
用
し

た
防
災
教
育
も
実
施
し
て
お
り
、
今
年
で
３

年
目
で
す
。
課
題
は
、
台
風
・
大
雨
・
地
震

な
ど
の
災
害
種
別
ご
と
の
避
難
所
開
設
に
つ

い
て
、
校
区
内
で
の
周
知
と
連
絡
体
制
の
構

築
が
不
十
分
な
事
で
す
。

亀
田　

「
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を

通
じ
て
、
支
援
が
必
要
な
障
が
い
者
や
高
齢

者
の
見
守
り
や
声
か
け
、
訪
問
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
日
頃
の
関
わ
り
が
、
災
害
時
の

共
助
の
基
盤
と
な
り
、
迅
速
な
指
示
や
支
援

に
繋
が
る
と
考
え
る
か
ら
で
す
。
し
か
し
、

町
内
に
よ
っ
て
は
民
生
委
員
の
数
が
足
ら

ず
、
見
守
り
体
制
が
十
分
に
機
能
し
な
い
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
結
果
、
高
齢
者
と
の
日

常
的
な
関
係
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る
の
が
課

題
で
す
。

堺　

災
害
時
要
支
援
者
名
簿
を
活
用
し
、

障
が
い
者
や
高
齢
者
夫
婦
、
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
な
ど
へ
の
訪
問
・
見
守
り
活
動
を
行

い
、
支
援
が
必
要
な
人
を
行
政
に
繋
げ
る
取

り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。
「
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
会
議
」
で
、
町
内
会
長
を
班
長
と

し
、
「
見
守
り
マ
ッ
プ
」
を
作
成
。
支
援
対

象
者
を
地
図
上
に
可
視
化
し
、
支
援
体
制
を

整
え
て
い
ま
す
。
民
生
委
員
は
過
去
の
地
震

災
害
（
新
潟
中
越
沖
地
震
な
ど
）
で
住
民
の

安
否
確
認
に
実
績
が
あ
り
ま
す
が
、
東
日
本

大
震
災
で
犠
牲
者
が
出
て
お
り
、
今
で
は
大

規
模
災
害
時
は
「
ま
ず
自
分
と
家
族
の
安

全
確
保
を
優
先
す
る
」
と
い
う
方
針
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
上
で
、
避
難
時
に
は
自
ら
先

に
避
難
し
な
が
ら
、
大
声
で
周
囲
に
避
難
を

呼
び
か
け
る
。
こ
れ
が
多
く
の
命
を
救
う
行

動
に
繋
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

因
幡　

博
多
あ
ん
・
あ
ん
リ
ー
ダ
ー
会
で

は
、
各
区
の
７
支
部
に
わ
た
り
、
計
２
４
０

名
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
最
近
は
世
代
間

の
幅
も
広
が
り
、
女
性
会
員
も
増
え
て
き

ま
し
た
。
現
在
の
課
題
は
情
報
の
取
り
扱

い
で
す
。
現
代
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
形
で
、

情
報
を
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
か
模
索
中

で
す
。
情
報
を
生
か
す
の
は
容
易
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
だ
け
の
価
値
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

中
里　

各
校
区
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
の

参
加
や
、
防
災
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

私
は
地
域
防
災
で
は
、
防
災
士
と
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。
本
業
は
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
で

す
。
校
区
内
の
介
護
事
業
所
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

「
な
み
き
つ
か
な
が
り
ネ
ッ
ト
」
で
、
な
み

き
の
仲
間
と
地
域
貢
献
を
考
え
て
い
ま
す
。

松
永　

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の
運
用

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

堺　

障
が
い
等
級
1
・
２
級
の
方
に
は
市

か
ら
連
絡
が
あ
り
、
名
簿
へ
の
掲
載
に
つ
い

て
同
意
を
得
た
上
で
台
帳
に
登
録
さ
れ
ま

す
。
同
意
し
な
か
っ
た
方
は
掲
載
さ
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
、
実
際
に
は
車
椅
子
利
用
者

や
透
析
を
受
け
て
い
る
方
で
も
、
名
簿
に
載

っ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
名
簿
は

施
錠
さ
れ
た
倉
庫
に
保
管
さ
れ
、
社
協
会
長

や
町
内
会
長
が
閲
覧
で
き
ま
す
。
民
生
委
員

も
自
分
の
担
当
区
域
の
情
報
は
確
認
可
能

で
す
。

松
永　

で
は
、
実
際
の
災
害
時
に
は
、
ど

の
よ
う
な
指
揮
系
統
に
な
る
の
で
し
ょ

う
か
。

山
中　

名
簿
は
世
帯
単
位
で
な
く
、
個
人

単
位
で
の
登
録
の
た
め
、
町
内
会
と
し
て

は
、
よ
り
実
態
に
即
し
た
「
見
守
り
マ
ッ
プ

」
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
こ
の
マ
ッ
プ
に

は
、
障
が
い
者
や
高
齢
者
の
い
る
世
帯
を
世

帯
単
位
で
記
載
し
、
町
内
会
と
民
生
委
員
が

情
報
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
よ
り
現
場
に
即

し
た
対
応
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

松
永　

見
守
り
マ
ッ
プ
の
具
体
的
な
内
容

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

03 02

「見守りマップ作成の様子」（写真提供；東区社会福祉協議会）

〝
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
〞と〝
見
守
り
マ
ッ
プ
〞

個
人
情
報
は
守
る
も
の
、
そ
し
て
生
か
す
も
の

博多あん・あんリーダー会会長　因幡　那水氏
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　謹啓　加盟団体の皆様におかれましては時下ますますご清栄のこととお慶び申し

上げます。

　さて、過日開催された今年度の定期総会とその後の理事会において、新理事及び理

事長に就任いたしました明治でございます。清水理事長からバトンを受け、責任の重

さを痛感しておりますが、就任する以上は、しっかり務めて行く所存です。

　皆様の中には、「福障協の理事長が視覚障害者に務まるのか？」とか、「情報収集、情

報交換はどうするのか？」と、思われる方もいらっしゃるかと思いますが、同行援護制

度やデジタル機器（端末）の進歩で、満点とは言えませんが、ある程度は大丈夫です。

　さりとて、皆様のご理解とご協力、お支えがあってのことです。どうぞ、宜しくお願

い致します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 謹白

就任のあいさつ

ＮＰＯ法人福岡市障害者関係団体

協議会理事長　

明治　博
（社会福祉法人福岡市身体障害者

  福祉協会会長）

月別予定【主な会議・行事などの予定内容】

※４月以降の政策委員会は随時開催

【
表
紙
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん
】

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

前
列
右
か
ら

　
東
区
民
生
委
員
会
副
会
長

　
堺
　
眞
利
子
　
様

　
博
多
あ
ん・あ
ん
リ
ー
ダ
ー
会
会
長

　
因
幡
　
那
水
　
様

　
博
多
あ
ん・あ
ん
リ
ー
ダ
ー
会
東
支
部
会
長

　
中
里
　
理
香
　
様

後
列
右
か
ら

　
東
区
社
会
福
祉
協
議
会
会
長

　
亀
田
　
伸
裕
　
様

　
博
多
あ
ん・あ
ん
リ
ー
ダ
ー
会
東
区
支
部
会
員

　
松
永
　
昭
吾
　
様
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山
中　

ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
仕
組

み
に
よ
り
、
次
の
よ
う
な
対
象
世
帯
を
マ
ッ

プ
に
反
映
し
て
い
ま
す
。
（
高
齢
の
）
一
人

暮
ら
し
世
帯
、
介
護
が
必
要
な
世
帯
、
障
が

い
の
あ
る
方
が
い
る
世
帯
、
子
育
て
に
不
安

の
あ
る
世
帯
で
す
。
町
内
会
長
や
民
生
委
員

が
こ
れ
ら
の
世
帯
を
日
常
的
に
把
握
・
共
有

し
、
対
象
者
を
抽
出
。
そ
の
後
、
地
域
ケ
ア

会
議
で
、
町
内
会
長
・
民
生
委
員
・
い
き
い

き
セ
ン
タ
ー
が
一
緒
に
な
っ
て
、
災
害
時
の

対
応
方
法
や
声
か
け
に
つ
い
て
話
し
合
い
な

が
ら
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
す
。
完
成
後
は
町

内
会
や
校
区
内
で
共
有
さ
れ
ま
す
。

松
永　

こ
う
し
た
「
見
守
り
マ
ッ
プ
」
を
、

区
民
・
市
民
全
体
で
理
解
し
、
統
一
、
普
及

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
ね
。
最
後
に
皆

様
か
ら
ひ
と
言
お
願
い
し
ま
す
。

山
中　

「
身
体
が
不
自
由
だ
か
ら
避
難
所

に
は
行
か
な
い
」
と
い
う
声
を
よ
く
聞
き

ま
す
。
で
す
の
で
、
地
域
に
馴
染
み
の
あ
る

公
民
館
に
多
く
の
備
品
を
集
め
、
安
心
し

て
避
難
で
き
る
環
境
作
り
が
重
要
と
考
え

て
い
ま
す
。

亀
田　

「
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に

よ
る
住
民
同
士
の
支
え
合
い
を
紹
介
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
事
業
所
と
の
連
携
を
図
る

「
事
業
所
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
も
、
複
数
の
校

区
で
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
防
災
の
中

で
も
、
こ
う
し
た
協
力
体
制
を
よ
り
一
層
強

化
し
て
い
き
た
い
で
す
。

堺　

民
生
委
員
と
し
て
は
、
困
っ
て
い
る

方
々
を
行
政
に
繋
げ
る
役
割
に
徹
し
、
今
後

も
「
良
き
友
人
、
良
き
隣
人
」
と
し
て
地
域

活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

因
幡　

「
博
多
あ
ん
・
あ
ん
リ
ー
ダ
ー
会

」
の
「
あ
ん
・
あ
ん
」
は
、
「
安
心
・
安
全

」
で
す
。
防
災
の
基
本
は
、
安
心
感
と
安
全

な
環
境
を
提
供
す
る
こ
と
。
笑
顔
の
繋
が
り

を
大
切
に
し
、
か
け
が
え
の
な
い
命
を
守
っ

て
い
き
た
い
で
す
。

中
里　

東
支
部
の
防
災
意
識
向
上
と
地
域

貢
献
の
た
め
に
、
各
校
区
の
行
事
に
積
極
的

に
参
加
し
、
「
顔
の
見
え
る
関
係
性
」
を
築

い
て
い
き
た
い
で
す
。

松
永　

東
区
は
高
潮
や
津
波
な
ど
、
多
様

な
災
害
リ
ス
ク
を
抱
え
る
地
域
で
す
。
そ
れ

ぞ
れ
を
正
し
く
理
解
し
、
備
え
る
こ
と
が
何

よ
り
重
要
で
す
。
東
区
一
丸
と
な
っ
て
「
誰

一
人
取
り
残
さ
な
い
災
害
の
備
え
」
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

松永 昭吾氏 因幡 那水氏 亀田 伸裕氏

中里 理香氏 山中 一男氏 堺  眞利子氏

令和７年度第1８期定期総会及び理事会の開催
　令和７年６月20日（金）福岡市市民福祉プラザ502研修室において、当協議会第1８期定期総会及び理事会を開

催いたしました。

　当日は、正会員26団体から出席14団体、委任状10団体が参加され、本総会が成立することを報告し開会いたし

ました。福岡市手をつなぐ育成会の下山理事長の議事により、令和６年度事業報告、令和６年度会計報告及び監

査報告、令和７年度事業計画（案）、令和７年度予算（案）、役員選任（案）について、全ての議案が満場一致

で承認されました。

　最後に、今期で退任される清水理事長と新理事に選任された明治理事にそれぞれ、ご挨拶をいただきました。

　また、総会後の理事会では、明治理事が新理事長に就任され、意気込みを述べられました。新理事長のもと、

当法人の役割を再認識し、障害の理解や啓発に努めて参りますので、引き続きご指導ご鞭撻の程、よろしくお願

いいたします。

【理事変更のお知らせ】

退任理事：理事長　清水　邦之（旧：福岡市身体障害者福祉協会会長）

就任理事：理事長　明治　　博（新：福岡市身体障害者福祉協会会長）

  ４月　ときめきFukuoka５月号「福障協だより」寄稿
  ５月　会計監査
　　　理事会（事業報告・決算報告・集いについて）
  ６月　定期総会
　　　トライアスロンパラボランティア協力（6月22日）
　　　ときめきFukuoka７月号「福障協だより」寄稿
  ７月　理事会・運営委員会
  ８月　障がい者週間記念の集い実行委員会
　　　障がい者週間記念の集い事務局会議
　　　ときめきFukuoka９月号「福障協だより」寄稿
  ９月　障がい者週間記念の集い事務局会議

１０月　障がい者週間記念の集い事務局会議
　　　運営委員会
　　　行政懇談会
　　　ときめきFukuoka１１月号「福障協だより」寄稿
１１月　障がい者週間記念の集い実行委員会・事務局会議
１２月　障がい者週間記念の集い事務局会議
　　　障がい者週間記念の集い（12/7 日曜日）
　　　ときめきFukuoka１月号「福障協だより」寄稿
  ２月　運営委員会
　　　ときめきFukuoka３月号「福障協だより」寄稿
  ３月　理事会（事業計画・予算）


